
平成22年度

 

第7回『海の森づくり』シンポジウム

 

海と森の共生

於東京海洋大学（品川キャンパス）鈴木善幸ホール





•白口浜昆布（献上昆布）
•北海道開発局と真昆布養殖
•平成16年にはここ臼尻地区での昆布生産は天然物が凡そ

 622トンそして養殖物が凡そ2,446トンで国内の昆布総生産量

 の約15％を超える一大生産地となった





 

臼尻町（旧

 

南茅部）で父祖より六代

 にわたり伝統漁業と海産加工を継承

 し、今日に至る。



 

定置漁業部門


 

昭和35年より、大謀網の経営に着手



 

昭和42年、北海道で初めて「２重落し網」を

 
導入



 

昭和45年、日本で初めての無線遠隔による

 
魚群探知機の導入



 

昭和50年、定置船の改良で特許取得（野村

 
式舵油圧式上下装置）



 

同年、日本初の「船首（おもて）ブリッジ形式」

 
の船体の採用



 

昭和53年、日本で初めて定置船に「フィッ

 
シュポンプ」を搭載



 

同年、定置網の側の改良に挑戦（10年以上

 
継続設置）



 

昭和56年、日本で初めて定置船へ「ヒャーブ

 
クレーン」を搭載



 

約３０年以上にわたり地域大学へ学術協力

 
の一環として定置網の漁獲物（いるか等も含

 
む）及び、各種資料等各種データを提出



 

平成１８年に「魚群データ取得転送システム」

 
を開発し特許を取得



 

海産物加工部門



 

自社漁獲した魚のみの加

 工に徹している。

















定置網と海洋動物定置網と海洋動物

 
その１（ウミガメ）その１（ウミガメ）

野村水産1号定置 野村水産2号定置



定置網と海洋動物定置網と海洋動物
 

その２（イルカ）その２（イルカ）





函館市（旧南茅部町）の定置網による水揚

 

げ量（単位：トン）
平成１１

 

年
平成１２

 

年
平成１３

 

年
平成１４

 

年
平成１５

 

年
平成１６

 

年
平成１７

 

年
平成１８

 

年
平成１９

 

年
平成２０

 

年
平成２１年

33,521 19,489 20,957 19,371 34,158 19,577 16,394 18,948 33,851 29,044 24,107

函館市（旧南茅部町）の定置網による水揚げ

 

高（単位：１００万円）
平成１１

 

年
平成１２

 

年
平成１３

 

年
平成１４

 

年
平成１５

 

年
平成１６

 

年
平成１７

 

年
平成１８

 

年
平成１９

 

年
平成２０

 

年
平成２１年

2,275 2,014 1,859 1,688 3,077 2,401 2,276 2,441 3,615 3,288 2,581



現預金

その他の資

 産

短期借入金

長期借入金

資本金

現預金

その他の資

 産

短期借入金

長期借入金

資本金



昭和１０年９月頃の臼尻港

野村譲

 
所蔵



海上保安庁

 

1998年

 

撮








	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21

